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現代

大
小
松
の
夢
実
現
に
動
い
た
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
前
後
、「
能
美
郡
郷
土
讀
本
」
と

い
う
子
供
が
使
う
副
読
本

が
あ
っ
た
。
同
書
は
、
郷

ほ
こ

土
へ
の
誇
り
や
慈
し
み
を

育
む
た
め
に
、
郷
土
の
産

業
や
古
典
文
学
な
ど
を
紹

介
し
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇

一
〇
）
六
月
、
市
制
七
〇

周
年
記
念
行
事
の
一
つ

「
利
常
公
入
城
三
七
〇
年
ま
ち
づ
く
り
子
ど

も
未
来
物
語
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
や
映

画
、
子
供
未
来
物
語
の
演
劇
に
加
え
、
会
場

の
一
角
に
、
子
供
た
ち
が
描
い
た
未
来
の
小

松
や
作
文
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

空
港
と
海
と
観
光
名
所
が
一
体
と
な
っ
た

美
し
い
安
宅
周
辺
の
未
来
、
木
場
潟
の
浄
化

い
こ

と
水
資
源
を
利
用
し
た
観
光
と
憩
い
の
広
場
、

小
松
の
シ
ン
ボ
ル
、
小
松
タ
ワ
ー
に
は
、
白

山
の
見
え
る
展
望
台
と
そ
の
階
下
に
大
き
な

体
育
館
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
間
や
動
物
が

心
地
よ
く
共
存
で
き
る
環
境
、
花
い
っ
ぱ
い

の
学
校
、
宇
宙
へ
伸
び
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、ほん

木
場
潟
に
遊
ぶ
ト
キ
の
姿
等
、
絵
は
自
由
奔

未
来
の
小
松

21

日末小学校 成田俊亮「小松タワー」

安宅小学校 西澤舞「きれいな安宅と小松」
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ぽ
う

く
っ
た
く

放
で
屈
託
が
な
い
。

に
ぎ

作
文
で
は
、
町
中
の
賑
わ
い
や
活
気
の
あ

る
商
店
街
、
海
と
山
が
あ
る
の
は
小
松
の
長

所
、
木
場
潟
に
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
る

と
う
れ
し
い
、
人
が
い
っ
ぱ
い
の
粟
津
温
泉
、

昔
と
今
と
未
来
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
町
、

あ
ふ

人
の
や
さ
し
さ
が
溢
れ
、
自
然
環
境
が
大
切

に
さ
れ
る
町
づ
く
り
等
未
来
へ
の
素
朴
な
願

つ
づ

い
が
思
い
思
い
に
綴
ら
れ
て
い
た
。

子
供
た
ち
の
絵
や
作
文
へ
の
願
い
は
、
市

勢
の
発
展
を
願
う
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に

共
通
し
て
い
る
。

現
在
、
小
松
空
港
は
、
機
能
整
備
が
進
み
、

日
本
各
地
は
も
と
よ
り
、
海
外
へ
の
直
行
便

が
拡
充
さ
れ
国
際
空
港
と
し
て
の
一
翼
も
担

う
。
鉄
路
の
高
架
化
や
駅
東
西
の
区
画
整
理

事
業
は
既
に
完
成
し
、
駅
周
辺
は
す
っ
き
り

よ
そ
お

と
し
た
新
た
な
装
い
を
見
せ
て
い
る
。
金
沢

開
業
が
間
近
い
北
陸
新
幹
線
は
、
更
に
西
へ

と
延
び
て
本
市
を
通
過
す
る
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
。
市
街
地
を
中
心
と
し
た
市
域
に
広

が
る
町
と
の
ア
ク
セ
ス
は
、
幹
線
道
路
が
縦

横
に
走
り
、
更
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
、
里
山

の
自
然
や
住
環
境
の
保
全
、
市
街
地
の
空
洞

化
や
基
幹
産
業
の
再
編
等
、
市
勢
へ
の
影
響

等
課
題
も
多
い
。

市
制
発
足
当
時
の
小
松
市
歌
が
示
す
本
市

の
姿
、「
生
産
」
と
「
観
光
」
と
「
文
化
の
華
」

は
、
今
も
市
民
の
指
標
で
あ
る
。

時
代
の
流
れ
を
柔
軟
に
受
け
止
め
、
苦
境

を
越
え
て
福
を
成
す
市
民
性
は
、
先
人
の
歴

史
が
示
し
て
い
る
。「
温
故
知
新
」
の
心
を

忘
れ
ず
、
市
民
の
英
知
と
英
気
を
集
め
「
元

気
な
町
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
に
励
む
「
笑

顔
で
あ
ふ
れ
る
」
小
松
の
未
来
を
想
像
す
る
。

（
竹
下
一
郎
）

21

「笑顔であふれる未来の小松」月津小学校6年 大谷舞優

木場潟に映える暁光 悠久の歴史を刻む霊峰白山。未来永劫、白山の恩恵を心
に、明日の小松を展望する。

（
中
略
）
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